
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だより 

3月の園目標 ・入学や進級に期待を持ち充実した園生活を送る。 

 

3月の予定 

日 曜 予  定 研修会・他 研修会 他 

3 火 ひなまつり   

4 水 誕生会 

歯みがき指導・5歳児 

由利本荘市保育協議会役員会 

（園長・陽菜） 
給食研修会（阿曽） 

5 木 お弁当給食 

 

矢島保育園より 

学童クラブ職員２名視察 

 

6 金 金子農産での雪中キャベツ 

掘り体験（３歳以上児） 

  

7 土  東由利中学校卒業式（園長） 乳幼児保健講習会（美穂） 

9 月 そら組さん卒園お祝い 

お食事会（ハロメロにて） 

  

10 火 クラス便り発行 

教育委員会説明会 5：30 

  

11 水 誕生会   

12 木 身体測定 幼保推進課所管研修説明会 

（陽菜） 

 

13 金  東由利小学校卒業式（園長）  

16 月 誕生会   

17 火 ありがとうの会 

歯みがきチェック（年長） 

  

19 木 誕生会   

21 土 卒園式  由利本荘保育会研修 6人 

24 火 誕生会   

26 木 職員会議   

27 金 安全指導日   

30 月 誕生会   

 

えみの森 HP 

令和 8 年 2 月 27 日発行 第 36 号 

 

保「今日は良い天気だからみんなで外に行きましょう」子「は
ーい」保「みんなでソリで遊びましょう」子「はーい」 （十
分遊んだ後）保いっぱい遊んだから中に入りましょう」子「は
ーい」。  かつて昭和から平成の初めころまでは日本中どこ
の園でも行われて来た大人主導の保育。一見統率のとれた素晴
らしい保育に見えるが、実は大人が支持し続け子どもの気持ち
を置き去りにしてきた、指示待ち人間だらけの保育。現在の保
育の例としては、保「今日は良い天気で気持ちが良いなぁ。私、
何だか外で遊びたくなったな。」子「えっ！私も行くよ！」保
「じゃあ一緒にソリ遊びしちゃう？」子「いいね。〇〇ちゃん
もさそってみる」で、結局はほぼ全員が外遊びに向かう。 （十
分遊んだ後）保「もっと遊びたいけどおいしい給食ができてい
るかもね。」子「そうだね。中に入ろうかな」   
子どもの権利条約にのっとった、子どもの意欲を引き出し子

ども自身が自己決定できるえみの森の保育。 ここが今後大き
く移り行く時代を、自分の考えを持ちながら生きていける子に
なるために私たちがお手伝いできる大きな点だと思う。  2
月７日・２５日に行われたおたのしみ発表会の中でもそれらを
感じてくださった方が多かったかと思います。特に４・５歳児
は自分たちで作り上げてきた事への自信に満ちた発表会で、見
ていて気持ちが伝わってきました。いつも自己決定できる生活
の中では、子ども自身の迷いも発生しますが、積み重ねで自信
がついてくることでしょう。 
さて、由利本荘市教育委員会の説明では数年後に東由利小学

校の複式学級が始まるらしい。残念に思う保護者さんもおいで
になるだろう。ただ、調べてみると複式学級は決してマイナス
ばかりではない。むしろやり方によっては最適な学びの場にも
なるようです。だからこそ、ますますの小規模校で充実した
日々を過ごすためにも、今後も「自分の考え」を持ちながら保
育園生活を送ってもらいたいですね。 

認可保育園えみの森 園長 畑山玲子 
 

 

 

 

 

 

 

3 月 

月 

 

（0 歳児 つぼみ組） 

つぼみ組もお友達と遊んだり
食事をしたりして、みんなで過
ごせるようになりました。希緒
ちゃんは 1 歳のお誕生日を迎
えます。立って遊びを楽しめる
ようになった凪音ちゃん。くる
み組さんが大好きな陽生くん。
一人一人の成長を感じます。く
るみ組さんと過ごせるのも残り
僅かですが、一緒に生活したり
遊んだりする事を楽しみたいと
思います。     (美紀子) 

 

（1 歳児 くるみ組） 

くるみ組のお部屋で過ごせる
のも残り少なくなりました。じ
っくりと好きな遊びを楽しむ子
ども達。進級に期待が持てるよ
うな関わりをしながら、自分で
できる事に取り組んだり、遊戯
室やほし・つき組、広場での遊
びを楽しんだりして元気に過ご
したいと思います。  (美紀子) 

 

（5 歳児 そら組） 

延期となったステージを終え緊

張感も感じながら、やりきった！

の表情を見せる子ども達。ここま

で考えることができるんだ…と成

長を感じる日々です。小学校との

交流会も経験し、学校を楽しみに

感じたり、卒園が近づくさみしさ

を感じたりと様々な感情の中で過

ごしていますよ。「そら組の部屋

をにじ組さんに渡さないと」と考

えている姿も。日々を振り返り、

大きくなったと自信をもって卒園

式を迎えたいです。  （美音）  

 

 

      

 

（４歳児 にじ組）  

発表会を終えた子どもたちは
ぐんと成長し年長さんになる準
備を始めているところです。 

この時期は期待と不安からち
ょっと落ち着かなくなったりも
しますがひとりひとりが安心し
て過ごしていけるように年長さ
んにステップアップできるよう
に過ごしていきたいと思いま
す。天気、体調を見て戸外遊び
を楽しんでいきたいと思いま
す。         (美穂) 

 

 

 （3 歳児 つき組） 

ぬり絵をすると枠からはみ出ないよ
うに指先を細かく動かし集中していま
す。筆圧も強く、いつの間にこんな風
にぬれるようになったのだろうと驚か
されます。又、おはじき遊びを楽しん
でいる子は、指先に集中する事やはじ
く力加減が必要になり、真剣に遊ぶ姿
が見られています。何気なく遊んでい
る毎日の積み重ねが、集中力・力加減
に表れている事に成長を感じていま
す。つき組として残り 1 か月、子ども
達の様々な成長を一緒に喜びながら、
にじ組になる期待を高めてすごせるよ
うにしたいと思います。（美由紀） 

 

（2 歳児 ほし組） 

最近２歳児同士の関わりが多く見
られるようになってきました。言葉
で伝える事がうまくなってきました
が、まだまだトラブルでは手が出て
しまう事も…。それでも「○○って
お話しするといいよ。」と伝えると
素直に受け入れて自分の言葉で相手
に伝えています。これからもっとも
っと関わりが増え、仲が深まってい
くんだろうなぁと楽しみです。ほし
組としての残り 1 か月、子ども達の
成長を見守りながら、つき組になる
喜びを感じられるようにすごしてい
きたいと思います。（美由紀） 

 

保育理念 今あそべ 未来につながる この瞬間 

～ここに生まれてよかった 本物の自然の中でたくましく育て～ 

≪自分で試行錯誤しながらのびのび遊べる環境を作る≫ 

室内遊びが多くなる季節ですが、冬は子ども達の遊びにも成長を感じる時期でもあります。ある日、トイレットペーパ

ーの芯をつなげて、ビー玉を転がしたいな？と始まった 3歳児の男児達。でも、ビー玉がないな？代わりになるものは…

とペットボトルのキャップを思いつきました。そのうち、「ピタゴラスイッチみたいだね！」と遊びは広がります。芯を

どんどんつなげて長くします。ペットボトルの蓋がうまく転がるよう、自分達で角度を考えて調整をしたり、試行錯誤し

ていました。 

ペットボトルの蓋が到着する受け皿に「ピタゴラスイッチ」と書いて…とその部分は先生が少しお手伝い。 

「さぁ転がしてみよう！」実は、は椅子に上がっても届く高さですが、年長さんや学童さんが使っていた憧れのはしご

（脚立）をここぞとばかりに「出して～」とお願いします。脚立に上がり、ちょっぴり、お兄さん気分を味わいながら、

転がして楽しんでいました。「小さい子達が、やりたいって言ったらどうする？「順番で遊んでもらう？」と話し合って

いる姿にも、成長を感じました。これからも、子ども達の「やりたい」という気持ちに寄り添い、とことん向き合えるよ

うな環境を整えていきたいと思います。 

 

職
員
の
つ
ぶ
や
き 

主
任
保
育
士 

 
 

佐
藤 

陽
菜 

 

よ
く
「
東
由
利
ま
で
の
通
勤
は
遠
く
な
い

で
す
か
？
大
変
で
は
な
い
で
す
か
？
」
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
東
由
利
は
、
そ

ん
な
に
人
里
離
れ
た
秘
境
の
イ
メ
ー
ジ
で
す

か
？
と
思
い
つ
つ
「
信
号
も
な
い
で
す
し
、

全
然
、
苦
で
は
な
い
で
す
よ
。
」
と
私
は
答

え
て
い
ま
す
。
（
冬
の
時
期
、
吹
雪
で
見
え

に
く
い
時
は
あ
り
ま
す
が…

。
） 

 

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
本
荘
や
横
手
方
面

に
通
勤
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で
す
が
、
み

な
さ
ん
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

私
の
場
合
、
も
う
慣
れ
た
か
ら
苦
と
感
じ

な
い
の
か
な
？ 

朝
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
見
る
山
の
景
色

で
、
四
季
の
折
節
を
感
じ
ま
す
。
春
は
、
芽

吹
き
の
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
鮮
や
か
な
若
葉

色
。
だ
ん
だ
ん
と
暑
く
な
る
に
つ
れ
、
深
み

の
あ
る
濃
い
緑
色
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
秋
は
、
と
て
も
美
し
い
黄
色
や
赤
色
に

色
づ
い
て
い
き
ま
す
。 

そ
ん
な
葉
の
移
ろ
い
を
見
つ
つ
、
朝
は
、

今
日
の
行
事
予
定
や
自
分
の
仕
事
の
段
取
り

を
考
え
、
帰
り
は
そ
の
日
の
子
ど
も
達
と
の

楽
し
か
っ
た
事
を
思
い
出
し
た
り
、
あ
の
事

務
仕
事
が
思
う
よ
う
に
出
来
な
か
っ
た
な…

な
ど
反
省
し
た
り
。 

私
に
と
っ
て
、
こ
の
通
勤
時
間
は
、
仕
事

の
オ
ン
・
オ
フ
の
切
り
替
え
が
で
き
る
丁
度

い
い
時
間
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

さ
て
、
春
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
新
年

度
は
、
ひ
と
つ
大
き
く
な
り
、
入
学
・
進
級

に
期
待
を
持
ち
、
目
を
輝
か
せ
て
い
る
子
ど

も
達
で
す
。
私
は
、
そ
ん
な
キ
ラ
キ
ラ
し
た

子
ど
も
達
の
表
情
が
大
好
き
で
す
。 

木
々
の
美
し
さ
よ
り
輝
い
て
い
る
子
ど
も

達
の
表
情
を
楽
し
み
に
、
「
今
日
は
ど
ん
な

楽
し
い
事
が
あ
る
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
東
由
利
へ
の
通
勤
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 
 

 ４月 4日（土）は新年度初めの「家族参観日・
保護者会総会」を予定しておりますので、よろし
くお願いいたします。のちほど、詳しいお便りを
お渡しします。 

子どもの気持ちに寄り添い受け止め、自主性を大切にする保育 

 
 田代の渡辺忠さんより、サツマイモをたくさん
頂きました。給食でご馳走になりたいと思いま
す。ありがとうございました。 



 2/7 おたのしみ発表会 

 

節分~鬼は外・福は内～ 

寺田の栗田鉄さんが実習生と
して 5日間過ごしました。と
ても優しくて、子ども達の安全
に配慮しながら関わってくれま
したよ。一緒にひな人形も飾り
ましたよ。 

 節分の朝は、秋に収穫した落花生を炒る所からスタートです。
園内には、豆を炒るいい匂いが広がります。保育園の奥から豆ま
きをする元気な子ども達の声が響きます。最後は玄関から邪気を
追い出しました。今年も元気に過ごせるね。 

 

 えみの森パフォーマン
ス部の太鼓演奏から始ま
った発表会でした。 

 最近の１番人気は
「犯人は踊る」とい
うカードゲームで
す。誰が犯人のカー
ドを持っているのか
探すゲームです。 
相手の様子を伺いな
がらの心理戦です。 

１年生と年長児のなかよし交流会
が行われました。教室で名前のなぞ
り書きをすると、すっかり 1年生の
気分です。体育館での鬼ごっこや、
お店屋さんごっこも楽しかったです
よ。 

子ども達の遊びの様子 

 

 いちょう館より、折り紙で作ったコマを頂きまし
た。色もカラフルでとても素敵なコマでした。誰が一
番長く回せるか？と競争しながら楽しんでいました
よ。 

 

堅雪遊び 

 

2/25 プチおたのしみ発表会 

 

 天気の良い、冷える朝の楽しみは、「堅雪あそび」です。
雪の表面が凍って、普段歩けない雪の上も足が埋もれる事が
なく平気で歩いたり、遊んだりでき子ども達も大喜びです。 

仙台より実習生 

 

 2/7（土）におたのしみ発表会を行いました。しかし、当日残念ながら、欠席
した子が数名おりました。せっかくなので、もう一度、プチお楽しみ発表会をや
ろう！となり、ご家族の皆さんに喜んで頂きましたよ。 

 佐藤のり子さん、梅津洋子さんご姉より絵本をたく
さん頂きました。大好きな重機がついている絵本もあ
り、男の子たちが釘付けになって見ていましたよ。 

地域の方からのプレゼント~ありがとうございます~ 

 

なかよし交流会 

 

  最近の室内ではごっこ遊びやボードゲームで遊んでいますよ。 

 発表会で使う道具にみんなで色塗りしたよ。 

 

 卵のパックを使って「獅子舞」を作ったよ。
パクパクするよ～！ 

 オセロも人気です。
毎回、真剣勝負です。
時に大人が負けてしま
う事もありますよ。 

 可愛くしてあげるね   

 

 

 

 


